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120  渋沢栄一と海保青陵の義利観 








































と名けたものであろう」（渋沢栄一著『青淵百話』乾・道理（同文館 明治 45.6）p.34） 
 
であり、「理」とは 























































































































































































































ことが出来ぬ」（渋沢栄一著『論語と算盤』（忠誠堂 昭和 2.2）p.3） 

























































































































に関する一考察）（『横浜市立大学論叢』第 50 巻人文科学系列第 2・3 合併号 1999.3）p.113）であり、
古来中国思想における大きなテーマの一つである。 
5 中国における「義利の弁」と日本のそれとの相違については、蔡氏の論考のほか、張躍「日本封建社会に











「天」を中心に－」（『思想』 第 677 号 1980.11）に詳しい論考がある。 
9 「談五行」の該当部分について、既に拙稿「海保青陵「談五行」訳注稿（2）」（『国士舘哲学』第二十号 









思想」（東洋学研究 47 号 2010.3）を参照していただきたい。 
12 ただしこの「上手下手」は是正できるとされる。「己れを愛する心はよき心也。唯、愛しよふが下手なる
也。下手なるは上手になるべし、本が己れを愛する心より出たる盗みなれば也。己れを憎む心なればこの
盗はなをらぬ也。己れを愛する心あれば、刑にあはせて悦ぶ人なきゆへに、盗めば却て己れを憎むにあた
る事をよくよく言きかせたるほどならば、上手に己れを愛する人にもなるべきか。いづれ己れを憎む人な
ければ皆善人になる理也」（『老子国字解』『全集』p.910）とあるように、青陵は人は自己の利己心をバネ
にして、誰もがよりよく自己を愛し利を獲得する事が出来るようになるとしている。 
 
 
キーワード：海保青陵、渋沢栄一、義利論、信賞必罰、天理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
